
　高齢者叙勲伝達式が役場村長室で行われ、 塚元隆さん
（下野）が旭日単光章を受章されました。
　塚元さんは、昭和54年から平成11年まで5期20年
にわたり旧長陽村議会議員として在職。村議会議長をは
じめ、総務常任委員会副委員長、農林土木常任委員会委
員長、立野ダム対策特別常任委員会委員などの要職を歴
任されました。在職中は行政経費の節減、適正な事業の
選択、執行に取り組み、農業基盤、教育施設、生活環境
などの整備に尽力、貢献された功績が認められての受章
となりました。

受章された塚元隆さん（右）と吉良村長

旧村の発展に尽力
塚元 隆さん（下野）　高齢者叙勲伝達式
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　南阿蘇村放課後英数教室の閉講式が、南阿蘇中学校体
育館で行われました。この教室は、熊本地震以降に子ど
もたちが勉強したくてもできない状況がでてきたことを
受け、学習支援や高校受験対策などを目的として村教育
委員会が主催したもので、8月に開始してから希望者約
70人が参加。
　閉講式では、この日まだ受験を控えていた生徒たちに
対して講師から応援の言葉やアドバイスが送られ、受講
生を代表して塚元紫音さん（下野）が、「先生方に教えて
もらい、わからなかったところがわかるようになりまし
た」と感謝の言葉を述べました。

受講生から講師陣へ感謝の言葉

中学生の学習支援の場
南阿蘇村放課後英数教室　閉講式
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南阿蘇村で農業を
「農のしごと」トークショー＆相談会、第2回新規就農・就業現地研修ツアー　開催、

2
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　村子ども会（事務局　村教育委員会）が主催する油絵
体験教室が、旧久木野庁舎集会ホールで開催されました。
　当日は村内小学生と保護者合わせて29人が参加。
　村内でアトリエを構える洋画家の中尾和弘さん（第八
駐在）が講師を務め、油絵の描き方を手ほどきしました。
　初めて油絵に触れる人もいる中、それぞれが思い思い
に花や果物など、選んだモチーフを時間いっぱいでキャ
ンバスに描き上げました。描いた自分の作品は、参加者
が自宅へ持ち帰りました。

　村の農業を担う新たな人材確保のため、就農に関する
相談会や研修ツアーを農政課が主催し実施しました。
　2月16日には、福岡市の六本松蔦屋書店の協力のも
とトークショー＆相談会を開催。当日は、民放テレビレ
ポーターの荒木直美さんの司会の下、村外から南阿蘇村
に定住した新規就農者３人（荒木昌造さん、丸山涼子さん、
平井訓史さん）にパネラーとして参加していただき、村
に来て良かったことや迷ったこと、村の魅力について
語ってもらいました。相談会では参加者から、村への定住、
就農の方法や手続きのタイミングなどの相談がありまし
た。
　翌月3月2日には、第2回新規就農・就業現地研修ツ
アーを開催。福岡県や益城町、菊池市から5人が参加し
ました。特産の観光イチゴ園を経営され、村農業研修生
受入協議会会長を務める大津栄視さん（両併二区）、アス
パラガスを生産されている藤�孝誠さん（第二駐在区）
の施設を見学、説明を受け、収穫体験なども行いました。
研修後は四季の森で参加者とベテラン農家との交流を実
施し、参加者全員から「とても有意義な研修でよかった」
と就農に対するやる気を感じさせる感想が出ていました。

トークショーの様子

現地研修ツアーに参加した皆さん

自分が描いた作品を持って記念写真　南阿蘇中学校の卒業式が同校体育館で行われ、88人の生
徒が学び舎を巣立ちました。
　式では、卒業証書が卒業生一人ひとりに手渡され、坂梨正
文校長が、「つらいこと、悲しいことの先には、必ず何か素晴
らしいことがある。まだ知らない自分、眠っている可能性を
探り当て、大きく開花させてほしい」と激励。
　在校生を代表して小原雅さん（吉田一）が送辞を送り、卒業
生の峰松拓未さん（第九駐在）が入学直後の熊本地震発生時な
どを振り返り、「当時支えてくださった方々のことを思うと、
本当に感謝してもしきれません」と家族や学校生活を一緒に
過ごした恩師、同級生、後輩への感謝の言葉を述べました。

3年間の思い出を胸に
平成30年度 南阿蘇中学校卒業式
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色鮮やかな作品が完成
南阿蘇村子ども会大会　わくわく油絵体験
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卒業生答辞を述べた峰松拓未さん

　ランドセル贈呈式が旧久木野庁舎集会ホールで行われ、
新入学児童74人へランドセルが贈られました。
　多くの保護者や来賓が見守る中、吉良村長からひとり
一人にランドセルが手渡されると、受け取った子どもた
ちは嬉しそうにランドセルを抱えていました。
　阿蘇南部地区交通安全協会からも黄色い傘が贈呈され、
新入児童代表に手渡されました。
　式の終わりに、子どもたち全員から「ランドセルあり
がとうございました。6年間大切に使います」とお礼の
言葉がありました。

ランドセル大切に使います
平成31年度 新入学児ランドセル贈呈式
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声をそろえてお礼を言う新入児童たち

　平成30年度自衛隊入隊者壮行会が役場庁議室で行わ
れました。会には自衛隊熊本地方協力本部や自衛隊家族
会が出席し、同協力本部副本部長の島田稔さんが、「立
派な自衛官を目指して頑張ってほしい」と新入隊者へ激
励の言葉を送られました。
　今年度の新入隊者は6人で、着隊される駐屯地および
着隊日は下表のとおりです。

立派な自衛官になります！
平成30年度自衛隊入隊者壮行会
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入隊する長野有志さん、藤本美千明さん、古閑翼さん、桐原義人さん

Hot News 南 阿 蘇 村 の 話 題

長野　有志さん（下野）
藤本美千明さん（中松二）
古閑　　翼さん（吉田三）
桐原　義人さん（白川区）
靏田　宗尚さん（栃木）
渡邉　涼子さん（東下田）

入隊者氏名（行政区） 着隊駐屯地 着隊日
国分

防府南
えびの
武山

えびの
久留米

3月27日
4月1日
3月28日
4月1日
3月28日
3月28日
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